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戦後 80 年の夏 
校⾧ 関山  康紀 

7１名の新入生を迎え、205 名と増えて、より元気になった桜橋中の今年度の 1 学期が間もなく終了しま
す。1 年生も不慣れで緊張した姿からずいぶんと成⾧し、中学生らしくなりました。2 年生は移動教室で
団結と成⾧した力を発揮しました。3 年生は「見習うことのできる上級生」の姿を日頃の集会や運動会で
見せました。皆さんの成⾧をうれしく思うとともに、常にご支援、ご協力をいただいた保護者や地域の皆
様にも感謝申し上げます。 

さて、今年は昭和 100 年や戦後 80 年ということで、関連する話題をよく耳にします。8 月の原爆忌（6
日、9 日）、終戦記念日（15 日）は皆さんも知っている人が多いと思います。では、6 月 23 日の沖縄慰霊
の日を知っていますか。太平洋戦争で、小さな島嶼を除き日本で唯一地上戦が行われ、軍民併せて 20 万
人もの命が失われた沖縄の戦いが事実上終了した日です。222 名の女子高生が従軍看護婦として動員され、
多くが命を失ったひめゆり部隊の話は放送等のメディアでも取り上げられています。一方、男子高校生や
男子中学生も二千人近くが動員され、鉄血勤皇隊の名で軍隊の手伝い（運搬や伝令）をしたことは知って
いますか。中には爆弾を背負って戦車に飛び込み自爆する役割もあったそうです。運搬や伝令も、何人か
の中で一人でも届けばいいとばかりに砲弾が飛び交う中を、軍人より先に出されたそうです。結果として
動員された半数が命を失いました。沖縄戦ではほかにも壕（ガマ）の中で民間人も殺害されたり、集団自
決に追い込まれたりなど悲しい、痛ましい話は尽きません。戦いの中で皆さんと同じ年代の学生・生徒が
その戦いに参加を強制され、多くの命が失われたこともぜひ知ってほしいと思います。そのことが平和を
大切に思う気持ちにつながることだと思います。 
 
◆ 学校生活の様子 ◆ 

   

 

 



  ◆ 運動会 ◆ 延期となり、そして猛暑の中でも熱中症対策を行い、立派にやり遂げていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 学校生活の様子 ◆ 

☆租税教室(第１学年)    ☆防犯教室（第１学年）     ☆喫煙防止教室(第２学年) 

☆校内研究授業・研修会(道徳)    ☆水泳指導授業風景 ☆グローバル教育講演会  

   

 
 
 
 
 
 

 

 

◆ 表彰 ◆ 

 

◆ 学校閉鎖期間 ８月９日（土）～１７日（日）の緊急時の連絡先 
台東区教育委員会指導課（０３－５２４６－１４５３） 

※平日の午前８時３０分から午後５時１５分まで。 


